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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノードＢ、無線網制御機及び非同期交換機を含む非同期移動通信システムと、基地局、
基地局制御機及び同期交換機を含む同期移動通信システムとが混在する移動通信システム
において、上記非同期交換機及び同期交換機は相互連動運用部により相互接続され、上記
非同期交換機及び同期交換機はそれぞれデュアルスタックホーム位置登録機に接続されて
おり、上記非同期移動通信システム及び同期移動通信システムと通信可能なデュアルバン
ドデュアルモード移動通信端末のハンドオーバー方法であって、
　（ａ）上記移動通信端末のハンドオーバー要請に応じて上記無線網制御機が上記非同期
交換機にハンドオーバー要請メッセージを伝送する段階；
　（ｂ）上記非同期交換機が上記相互連動運用部にハンドオーバー要請メッセージを伝送
する段階；
　（ｃ）上記相互連動運用部がデュアルスタックホーム位置登録機に上記移動通信端末の
加入者情報の伝送を要請して受信する段階；
　（ｄ）上記相互連動運用部が上記同期交換機にハンドオーバー指示メッセージを伝送し
、上記同期交換機が上記基地局制御機／基地局にハンドオーバーを要請する段階；
　（ｅ）上記基地局／基地局制御機が上記移動通信端末に前方向トラフィックチャンネル
を割り当てて、上記同期交換機へハンドオーバー要請に対する応答メッセージを伝送する
段階；
　（ｆ）上記同期交換機が上記相互連動運用部へハンドオーバー指示に対する応答メッセ
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ージを伝送し、上記相互連動運用部が上記非同期交換機へハンドオーバー要請に対する応
答メッセージを伝送して、上記非同期交換機と同期交換機との間の中継線が設定される段
階；
　（ｇ）上記非同期交換機が上記相互連動運用部に初期アドレスメッセージを伝送しこれ
に対する応答を受信して、上記非同期交換機と同期交換機との間のトランク設定がなされ
る段階；
　（ｈ）上記非同期交換機が上記無線網制御機にハンドオーバーのための資源割当が完了
したことを報告する段階；
　（ｉ）上記無線網制御機が上記ノードＢを介して上記移動通信端末にハンドオーバーを
指示する段階；
　（ｊ）上記移動通信端末が同期移動通信システム接続モードに切り換わる段階；
　（ｋ）上記相互連動運用部が上記非同期交換機にアクセス信号を伝送する段階；
　（ｌ）上記移動通信端末が上記基地局／基地局制御機に逆方向トラフィックチャンネル
を介してフレーム及びプリアンブルを伝送し、ハンドオーバーが完了したことを報告する
段階；及び
　（ｍ）上記非同期移動通信システムと上記同期移動通信システムとの間の接続を解除す
る段階；を含むハンドオーバー方法。
【請求項２】
　上記移動通信端末は、音声通話状態であることを特徴とする請求項１記載のハンドオー
バー方法。
【請求項３】
　上記移動通信端末は、発信トライによる応答待機状態であり、上記ハンドオーバー要請
メッセージと上記ハンドオーバー指示メッセージは、上記移動通信端末が応答待機状態で
あることを示す情報を含むことを特徴とする請求項１記載のハンドオーバー方法。
【請求項４】
　（ｎ）着信移動通信端末の応答によって、上記非同期交換機が上記相互連動運用部に着
信移動通信端末が接続したことを通知する段階；
　（ｏ）上記相互連動運用部が上記同期交換機にインターシステム応答メッセージを伝送
し、上記同期交換機が上記基地局制御機／基地局に上記着信移動通信端末が応答して接続
したことを報告する段階；及び
　（ｐ）上記同期交換機が上記相互連動運用部へ上記インターシステム応答メッセージに
対する応答信号を伝送する段階；を更に含むことを特徴とする請求項３記載のハンドオー
バー方法。
【請求項５】
　上記移動通信端末は着信アラート状態であり、上記ハンドオーバー要請メッセージと上
記ハンドオーバー指示メッセージは、上記移動通信端末が着信アラート状態であることを
示す情報を含むことを特徴とする請求項１記載のハンドオーバー方法。
【請求項６】
　（ｑ）上記着信アラート中の移動通信端末がアラートに応答することによって、上記基
地局／基地局制御機が上記同期交換機に移動通信端末が接続したことを通知する段階；
　（ｒ）上記同期交換機が上記相互連動運用部にインターシステム応答メッセージを伝送
し、上記相互連動運用部が上記非同期交換機へ上記移動通信端末がアラートに応答して接
続したことを報告する段階；及び
　（ｓ）上記相互連動運用部が上記インターシステム応答メッセージに対する応答信号を
上記同期交換機に伝送する段階；を更に含むことを特徴とする請求項５記載のハンドオー
バー方法。
【請求項７】
　上記非同期交換機と同期交換機との間のトランク設定がなされる段階は、上記非同期交
換機が上記相互連動運用部にＩＳＵＰメッセージであるＩＡＭ（Initial Address Messag
e）を伝送し、上記相互連動運用部が上記非同期交換機にＩＳＵＰメッセージであるＡＣ
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Ｍ（Address Completion Message）を伝送することによってなされることを特徴とする請
求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項８】
　上記非同期移動通信システムと上記同期移動通信システムとの間の接続を解除する段階
は、
　上記基地局／基地局制御機が上記交換機にハンドオーバーが完了したことを報告し、上
記交換機が上記相互連動運用部にハンドオーバーが完了したことを通知する過程；
　上記相互連動運用部が上記非同期交換機に接続の解除を要請し、ＩＳＵＰメッセージを
用いて上記同期交換機と上記移動通信端末が接続されたことを報告する過程；及び
　上記非同期交換機とノードＢ／無線網制御機との間の接続が解除される過程；を含むこ
とを特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項９】
　上記無線網制御機が上記非同期交換機に伝送するハンドオーバー要請メッセージは、上
記同期移動通信システムで使用するハンドオーバー関連メッセージと、上記移動通信端末
の隣接セル情報及び隣接基地局情報と、ハンドオーバータイプ、ハンドオーバーの原因、
ソース基地局制御機ＩＤ、ターゲット基地局制御機ＩＤ、ＲＡＢ情報及び無線区間関連情
報を含んだパラメーターとを含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載の
ハンドオーバー方法。
【請求項１０】
　上記非同期交換機は、上記移動通信端末の隣接セル情報及び隣接基地局情報を参照し、
非同期移動通信システム内のハンドオーバーなのか、同期移動通信システムへのハンドオ
ーバーなのかを判断する段階を更に含む請求項９記載のハンドオーバー方法。
【請求項１１】
　上記非同期交換機が上記相互連動運用部にハンドオーバー要請メッセージを伝送する段
階において、上記移動通信端末の非同期識別番号（ＭＳＩＳＤＮ）を共に伝送することを
特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１２】
　上記相互連動運用部が上記デュアルスタックホーム位置登録機から受信する加入者情報
は、上記移動通信端末の同期網識別子（ＭＩＮ、ＥＳＮ）を含むことを特徴とする請求項
１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１３】
　上記相互連動運用部が上記デュアルスタックホーム位置登録機に上記移動通信端末の加
入者情報を要請する段階は、同期メッセージ又は非同期メッセージのどちらか一つを用い
ることを特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１４】
　上記相互連動運用部は、上記同期交換機にハンドオーバー指示メッセージを伝送する前
に、上記非同期交換機と接続する同期交換機のＩＤ情報を含むビリング（Billing）ＩＤ
を生成してハンドオーバー指示メッセージに含んで伝送し、内部交換機サーキットＩＤ（
Inter MSC Circuit ID）を含んで伝送することを特徴とする請求項１乃至６の何れか一つ
に記載のハンドオーバー方法。
【請求項１５】
　上記相互連動運用部が上記同期交換機に伝送するハンドオーバー要請メッセージは、ビ
リングＩＤ、ＥＳＮ、内部交換機サーキットＩＤ及びＭＩＮを含んだパラメーターを含み
、上記同期交換機が上記相互連動運用部に伝送する応答メッセージは、ＣＤＭＡチャンネ
ルデータ及びＣＤＭＡチャンネルリストを含んだパラメーターを含むことを特徴とする請
求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１６】
　上記非同期交換機が上記無線網制御機に資源割当完了メッセージを伝送する段階におい
て、上記資源割当完了メッセージは、メッセージタイプ、ＲＲＣコンテナ及び解除するＲ
ＡＢリストを含んだパラメーターを更に含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一
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つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１７】
　上記アクセス信号は、インボークＩＤ、応用プロトコルデータ単位（ＡＰＤＵ）及び選
択された無線資源情報を含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載のハン
ドオーバー方法。
【請求項１８】
　上記発信移動通信端末がハンドオーバーを完了し、上記着信移動通信端末が応答する段
階以降に、
　着信又は発信移動通信端末から呼解除要請が受信されることによって、上記呼解除要請
を受信した非同期交換機又は同期交換機が上記相互連動運用部に交換機間のトランク接続
解除及び呼解除要請メッセージを伝送し、上記相互連動運用部がこれに応答することによ
って、上記非同期交換機と同期交換機との間に設定されていた中継線が解除されることを
特徴とする請求項１乃至６の何れか一つに記載のハンドオーバー方法。
【請求項１９】
　上記呼解除要請メッセージは、内部交換機サーキットＩＤ（Inter MSC Circuit ID）、
解除理由、ビリングＩＤ及びＭＩＮを含んだパラメーターを含み、上記応答メッセージは
、ビリングＩＤを含んだパラメーターを含むことを特徴とする請求項１８に記載のハンド
オーバー方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信網におけるハンドオーバー方法に関し、より詳しくは、非同期網と
同期網が混在する移動通信システムにおいて、非同期交換機－同期交換機間の信号交換の
ための相互連動運用部と交換機との間のメッセージ伝送プロトコル（ＩＳＵＰ）を用いた
、移動通信端末のハンドオーバー方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信技術の発展によって移動通信網は世代を重ねて変化しており、現在は２世代又
は２．５世代網と呼ばれる同期移動通信システム（ＣＤＭＡ移動通信システム）と、３世
代網と呼ばれる非同期移動通信システム（ＷＣＤＭＡ移動通信システム）とが共存してい
る形態を取っている。
【０００３】
　このような移動通信網技術の発展と共に、同期方式のシステムと非同期方式のシステム
の両方で使用可能な移動通信端末（Dual Band Dual Mode Terminal；ＤＢＤＭ移動通信端
末）が開発されており、このような移動通信端末を用いることによって、非同期方式シス
テム領域及び同期方式システム領域のそれぞれで相異なる方式のサービスを利用すること
ができる。このようなＤＢＤＭ移動通信端末は、アンテナ、同期移動通信サービスのため
のモジュールである同期モデム部、非同期移動通信サービスのためのモジュールである非
同期モデム部、及び共通モジュールを含んで構成される。
【０００４】
　ところが、非同期移動通信システムは依然としてサービス初期段階にあり、システムの
具現に莫大な投資費が必要なため広い地域でサービスを提供することができず、同期移動
通信システム領域に重なった形態で具現されている。よって、非同期移動通信システムの
サービス領域が制限されるため、非同期領域でサービスを利用していた非同期移動通信シ
ステムの加入者が、非同期移動通信サービスが提供されていない同期領域へ移動する場合
、呼が断絶される問題点があった。
【０００５】
　このように、非同期移動通信システムと同期移動通信システムが共存していて、特に非
同期移動通信システム領域が同期移動通信システム領域より小さい場合、非同期移動通信
システムと同期移動通信システムとの間の連続的なサービスを提供するためのハンドオー
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バーが必要である。また、このようなハンドオーバーは、移動通信端末が通話中状態の場
合だけでなく、発信移動通信端末が着信者の応答を待っている状態、そして着信移動通信
端末の着信アラート（alerting）状態でも支援されるべき必要がある。
【０００６】
　上記のような問題点を解決するための本発明の目的は、非同期移動通信システム領域で
音声通話サービスを利用している移動通信端末の同期移動通信システム領域への移動に伴
い、非同期交換機－同期交換機間の信号交換のための相互連動運用部と交換機との間のメ
ッセージ伝送プロトコル（ＩＳＵＰ）を用いて、通話断絶現象無しに連続的なサービスを
提供することにある。
【０００７】
　また、本発明の目的は、非同期移動通信システム領域で発信を試みて着信移動通信端末
の応答を待っている発信移動通信端末、又は呼が着信されアラート状態にある着信移動通
信端末の、同期移動通信システム領域への移動に伴い、非同期交換機－同期交換機間の信
号交換のための相互連動運用部と交換機との間のメッセージ伝送プロトコル（ＩＳＵＰ）
を用いて、ハンドオーバーがなされ得るようにすることにもある。
【０００８】
　本発明の一つの特徴によれば、ノードＢ、無線網制御機及び非同期交換機を含む非同期
移動通信システムと、基地局、基地局制御機及び同期交換機を含む同期移動通信システム
とが混在する移動通信システムにおいて、上記非同期交換機及び同期交換機は相互連動運
用部により相互接続され、上記非同期交換機及び同期交換機はそれぞれデュアルスタック
ホーム位置登録機に接続されており、上記非同期移動通信システム及び同期移動通信シス
テムと通信可能なデュアルバンドデュアルモード移動通信端末のハンドオーバー方法は、
（ａ）上記移動通信端末のハンドオーバー要請に応じて上記無線網制御機が上記非同期交
換機にハンドオーバー要請メッセージを伝送する段階；（ｂ）上記非同期交換機が上記相
互連動運用部にハンドオーバー要請メッセージを伝送する段階；（ｃ）上記相互連動運用
部がデュアルスタックホーム位置登録機に上記移動通信端末の加入者情報の伝送を要請し
て受信する段階；（ｄ）上記相互連動運用部が上記同期交換機にハンドオーバー指示メッ
セージを伝送し、上記同期交換機が上記基地局制御機／基地局にハンドオーバーを要請す
る段階；（ｅ）上記基地局／基地局制御機が上記移動通信端末に前方向トラフィックチャ
ンネルを割り当てて、上記同期交換機へハンドオーバー要請に対する応答メッセージを伝
送する段階；（ｆ）上記同期交換機が上記相互連動運用部へハンドオーバー指示に対する
応答メッセージを伝送し、上記相互連動運用部が上記非同期交換機へハンドオーバー要請
に対する応答メッセージを伝送して、上記非同期交換機と同期交換機との間の中継線が設
定される段階；（ｇ）上記非同期交換機が上記相互連動運用部に初期アドレスメッセージ
を伝送しこれに対する応答を受信して、上記非同期交換機と同期交換機との間のトランク
設定がなされる段階；（ｈ）上記非同期交換機が上記無線網制御機にハンドオーバーのた
めの資源割当が完了したことを報告する段階；（ｉ）上記無線網制御機が上記ノードＢを
介して上記移動通信端末にハンドオーバーを指示する段階；（ｊ）上記移動通信端末が同
期移動通信システム接続モードに切り換わる段階；（ｋ）上記相互連動運用部が上記非同
期交換機にアクセス信号を伝送する段階；（ｌ）上記移動通信端末が上記基地局／基地局
制御機に逆方向トラフィックチャンネルを介してフレーム及びプリアンブルを伝送し、ハ
ンドオーバーが完了したことを報告する段階；及び、（ｍ）上記非同期移動通信システム
と上記同期移動通信システムとの間の接続を解除する段階；を含む。
【０００９】
　本発明の別の特徴によれば、上記移動通信端末は音声通話状態、発信トライによる応答
待機状態、又は着信アラート状態であり得る。
【００１０】
　移動通信端末が発信トライによる応答待機状態である場合、望ましくは、上記ハンドオ
ーバー要請メッセージと上記ハンドオーバー指示メッセージは、上記移動通信端末が応答
待機状態であることを示す情報を含み、更に望ましくは、（ｎ）着信移動通信端末の応答
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によって、上記非同期交換機が上記相互連動運用部に着信移動通信端末が接続したことを
通知する段階；（ｏ）上記相互連動運用部が上記同期交換機にインターシステム応答メッ
セージを伝送し、上記同期交換機が上記基地局制御機／基地局に上記着信移動通信端末が
応答して接続したことを報告する段階；及び、（ｐ）上記同期交換機が上記相互連動運用
部へ上記インターシステム応答メッセージに対する応答信号を伝送する段階；を更に含む
。
【００１１】
　そして、移動通信端末が着信アラート状態である場合、望ましくは、上記ハンドオーバ
ー要請メッセージと上記ハンドオーバー指示メッセージは、上記移動通信端末が着信アラ
ート状態であることを示す情報を含み、更に望ましくは、（ｑ）上記着信アラート中の移
動通信端末がアラートに応答することによって、上記基地局／基地局制御機が上記同期交
換機に移動通信端末が接続したことを通知する段階；（ｒ）上記同期交換機が上記相互連
動運用部にインターシステム応答メッセージを伝送し、上記相互連動運用部が上記非同期
交換機へ上記移動通信端末がアラートに応答して接続したことを報告する段階；及び、（
ｓ）上記相互連動運用部が上記インターシステム応答メッセージに対する応答信号を上記
同期交換機に伝送する段階；を更に含む。
【００１２】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記非同期交換機と同期交換機との間のトランク設定
がなされる段階は、上記非同期交換機が上記相互連動運用部にＩＳＵＰメッセージである
ＩＡＭ（Initial Address Message）を伝送し、上記相互連動運用部が上記非同期交換機
にＩＳＵＰメッセージであるＡＣＭ（Address Completion Message）を伝送することによ
ってなされる。
【００１３】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記非同期移動通信システムと上記同期移動通信シス
テムとの間の接続を解除する段階は、上記基地局／基地局制御機が上記交換機にハンドオ
ーバーが完了したことを報告し、上記交換機が上記相互連動運用部にハンドオーバーが完
了したことを通知する過程；上記相互連動運用部が上記非同期交換機に接続の解除を要請
し、ＩＳＵＰメッセージを用いて上記同期交換機と上記移動通信端末が接続されたことを
報告する過程；及び、上記非同期交換機とノードＢ／無線網制御機との間の接続が解除さ
れる過程；を含む。
【００１４】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記無線網制御機が上記非同期交換機に伝送するハン
ドオーバー要請メッセージは、上記同期移動通信システムで使用するハンドオーバー関連
メッセージと、上記移動通信端末の隣接セル情報及び隣接基地局情報と、ハンドオーバー
タイプ、ハンドオーバーの原因、ソース基地局制御機ＩＤ、ターゲット基地局制御機ＩＤ
、ＲＡＢ情報及び無線区間関連情報を含んだパラメーターとを含む。
【００１５】
　この場合、上記非同期交換機は、上記移動通信端末の隣接セル情報及び隣接基地局情報
を参照し、非同期移動通信システム内のハンドオーバーなのか、同期移動通信システムへ
のハンドオーバーなのかを判断する段階を更に含むことが望ましい。
【００１６】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記非同期交換機が上記相互連動運用部にハンドオー
バー要請メッセージを伝送する段階において、上記移動通信端末の非同期識別番号（ＭＳ
ＩＳＤＮ）を共に伝送する。
【００１７】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記相互連動運用部が上記デュアルスタックホーム位
置登録機から受信する加入者情報は、上記移動通信端末の同期網識別子（ＭＩＮ、ＥＳＮ
）を含む。
【００１８】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記相互連動運用部が上記デュアルスタックホーム位
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置登録機に上記移動通信端末の加入者情報を要請する段階は、同期メッセージ又は非同期
メッセージのどちらか一つを用いる。
【００１９】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記相互連動運用部は、上記同期交換機にハンドオー
バー指示メッセージを伝送する前に、上記非同期交換機と接続する同期交換機のＩＤ情報
を含むビリング（Billing）ＩＤを生成してハンドオーバー指示メッセージに含んで伝送
し、ハンドオーバー区間別内部交換機サーキットＩＤ（Inter MSC Circuit ID）を含んで
伝送する。
【００２０】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記相互連動運用部が上記同期交換機に伝送するハン
ドオーバー要請メッセージは、ビリングＩＤ、ＥＳＮ、内部交換機サーキットＩＤ及びＭ
ＩＮを含んだパラメーターを含み、上記同期交換機が上記相互連動運用部に伝送する応答
メッセージは、ＣＤＭＡチャンネルデータ及びＣＤＭＡチャンネルリストを含んだパラメ
ーターを含む。
【００２１】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記非同期交換機が上記無線網制御機に資源割当完了
メッセージを伝送する段階において、上記資源割当完了メッセージは、メッセージタイプ
、ＲＲＣコンテナ及び解除するＲＡＢリストを含んだパラメーターを更に含む。
【００２２】
　本発明のもう一つの特徴によれば、上記アクセス信号は、インボークＩＤ、応用プロト
コルデータ単位（ＡＰＤＵ）及び選択された無線資源情報を含む。
【００２３】
　本発明のまた別の特徴によれば、上記発信移動通信端末がハンドオーバーを完了し、上
記着信移動通信端末が応答する段階以降に、着信又は発信移動通信端末から呼解除要請が
受信されることによって、上記呼解除要請を受信した交換機が上記相互連動運用部に交換
機間のトランク接続解除及び呼解除要請メッセージを伝送し、上記相互連動運用部がこれ
に応答することによって、上記非同期交換機と同期交換機との間に設定されていた中継線
が解除される。
【００２４】
　この場合、上記呼解除要請メッセージは、内部ＭＳＣサーキットＩＤ、解除理由、ビリ
ングＩＤ及びＭＩＮを含んだパラメーターを含み、上記応答メッセージは、ビリングＩＤ
を含んだパラメーターを含むことが望ましい。
【００２５】
　本発明は、非同期移動通信システムが同期移動通信システムに重なっており、デュアル
バンドデュアルモード移動通信端末が音声通話中、応答待機中、又は着信アラート中に非
同期移動通信システム領域から同期移動通信システム領域へ移動する場合、交換機間のメ
ッセージ交換のための相互連動運用部と交換機との間のメッセージ伝送プロトコルである
ＩＳＵＰを用いてハンドオーバーがなされるようにすることによって、世代間のサービス
差を克服して良質のサービスを提供することができる効果を有する。
【００２６】
　また、本発明によれば、非同期移動通信システムを不要に広い領域にかけて具現しなく
ても良いので、非同期移動通信システムの設計に必要な投資費を節減できる効果を有する
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、添付図面及び本発明の望ましい実施例を参照し、本発明による非同期網と同期網
が混在する移動通信システムにおける移動通信端末のハンドオーバー方法を詳しく説明す
る。
【００２８】
　図１は、本発明が適用される移動通信網の構成図である。
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【００２９】
　本発明に適用される移動通信端末１０は、デュアルバンドデュアルモード（以下、'Ｄ
ＢＤＭ'という）移動通信端末であって、非同期移動通信サービスと同期移動通信サービ
スの同時提供が可能な形態であり、同期移動通信サービスのためのモジュールである同期
モデム部、非同期移動通信サービスのためのモジュールである非同期モデム部、そして共
通モジュールを含んで構成され、非同期移動通信システム２０及び同期移動通信システム
３０とそれぞれ無線接続して音声及びデータサービスを利用することができる。
【００３０】
　非同期移動通信システム２０は、移動通信端末１０との無線区間通信のための基地局と
してのノードＢ及びノードＢの制御のための無線網制御機（ノードＢ／ＲＮＣ）２１０と
、無線網制御機（ＲＮＣ）と連結され移動通信端末１０にサービスを提供するための呼交
換を行う非同期交換機（ＭＳＣ）２２０と、無線網制御機（ＲＮＣ）とＧＰＲＳ（Genera
l Packet Radio Service）網２４０との間に連結され移動通信端末１０の位置トラックを
維持しアクセス制御及び保安機能を果たすＳＧＳＮ（Serving GPRS Support Node）２３
０と、ＳＧＳＮ２３０とＧＰＲＳ（General Packet Radio Service）網２４０を介して連
結され、ＩＰ網７０に接続されて外部パケットとの連動を支援するＧＧＳＮ（Gateway GP
RS Support Node）２５０とを含む。
【００３１】
　また、同期移動通信システム３０は、移動通信端末１０との無線区間通信を支援する基
地局及び基地局を制御するための基地局制御機（ＢＴＳ／ＢＳＣ）３１０と、一つ以上の
基地局制御機と連結され呼交換を行うための交換機（ＭＳＣ）３２０と、基地局制御機（
ＢＳＣ）と接続され加入者にパケットデータサービスを提供するためのパケットデータサ
ービスノード（ＰＤＳＮ）３３０と、パケットデータサービスノード３３０とＩＰ網７０
との間の接続を支援するためのデータコア網（ＤＣＮ）３４０とを含んで構成される。
【００３２】
　更に、非同期移動通信システム２０及び同期移動通信システム３０の交換機２２０、３
２０は、相互連動運用部（Interworking Interoperability Function；ＩＩＦ）６０によ
り相互接続されており、相互連動運用部６０は、非同期交換機２２０から伝送される非同
期メッセージを同期メッセージに変換して同期交換機３２０へ伝送し、同期移動通信シス
テム情報をデータベースとして構築して管理する。
【００３３】
　非同期交換機２２０及び同期交換機３２０はまた、Ｎｏ．７共通信号網４０に相互接続
されて、これを介してデュアルスタックホーム位置登録機（Ｄ－ＨＬＲ）５０と接続され
、デュアルスタックホーム位置登録機５０はＤＢＤＭ移動通信端末１０の非同期移動通信
システム加入情報及びこれに対応する同期移動通信システム加入情報を保存及び管理し、
非同期交換機２２０及び同期交換機３２０がハンドオーバーなどのサービスを行う際に参
照できるようにする。
【００３４】
　　　　　　　　　　　　　　　　（第１実施例）
　本発明の第１実施例は、非同期網と同期網が混在する移動通信システムにおける音声通
話中の移動通信端末のハンドオーバー方法を開示する。
【００３５】
　上述したネットワーク構成において、非同期移動通信システム２０領域に位置して音声
通話を利用している移動通信端末１０は、現在接続されているノードＢとの信号強度及び
隣接基地局と送受信される信号強度を周期的に測定してノードＢに報告し、ノードＢとの
信号強度が指定された閾値以下に低下すると、ノードＢはＲＮＣを介して非同期交換機２
２０にハンドオーバーイベントが発生したことを報告する。この時、ノードＢ／ＲＮＣ２
１０は非同期交換機２２０へ移動通信端末１０が検出した隣接セル情報、基地局ＩＤなど
を共に伝送する。
【００３６】
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　非同期交換機２２０はＲＮＣからハンドオーバー要請メッセージを受信すると、ＲＮＣ
から受信した隣接セル情報、基地局ＩＤなどを参照して非同期移動通信システム２０内の
隣接セル間のハンドオーバーなのか、同期移動通信システム３０へのハンドオーバーなの
かを判断する。
【００３７】
　非同期移動通信システム２０内の隣接セル間のハンドオーバーである場合には、非同期
交換機２２０は隣接セルへのハンドオーバーを行うのに対し、同期移動通信システム３０
へのハンドオーバーである場合には、ＩＩＦ６０を介して同期交換機３２０へハンドオー
バーがなされるようにする。このために、ＩＩＦ６０は非同期メッセージを同期メッセー
ジに変換して同期交換機３２０へ伝送し、同期移動通信システム情報をデータベースとし
て予め構築して管理しなければならない。このデータベースには、交換機情報、信号点、
デディケートチャンネル（Dedicate Channel）関連の中継線情報などが含まれる。ＩＩＦ
６０は、非同期交換機２２０からのハンドオーバー要請と同期移動通信システム情報によ
ってハンドオーバー対象交換機３２０を選択し、ハンドオーバー対象交換機ＩＤなどを含
むビリングＩＤを生成して以後のハンドオーバー過程で活用する。
【００３８】
　このようなハンドオーバー手順を、図２及び図３を参照してより具体的に説明すれば次
の通りである。
【００３９】
　図２は、非同期移動通信システム領域で音声通話サービスを利用している移動通信端末
の同期移動通信システム領域への移動に伴って発生するハンドオーバー概念を説明する図
面であり、図３は、これに伴う音声通話中の移動通信端末のハンドオーバー方法を説明す
るためのフローチャートである。
【００４０】
　非同期移動通信システム２０領域で音声通話を利用していた移動通信端末１０の同期移
動通信システム３０領域への移動に伴い、移動通信端末１０は同期移動通信システム３０
からの信号を感知するようになり、非同期移動通信システム２０のノードＢからの信号強
度及び隣接基地局（又はノードＢ）との信号強度を周期的に測定してノードＢに報告する
。これによって、現在移動通信端末１０と接続されているノードＢで移動通信端末とノー
ドＢとの信号強度が指定値以下であることを確認すると、ＲＮＣを介して非同期交換機２
２０にハンドオーバーを要請する（IU Reloc Required）（Ｓ１０１）。
【００４１】
　このハンドオーバー要請メッセージ（IU Reloc Required）は、同期移動通信システム
で使用するハンドオーバー関連メッセージを含む。また、ＲＮＣは移動通信端末１０から
受信した隣接基地局情報（基地局ＩＤ）、隣接セル情報などを共に伝送し、非同期交換機
２２０はこの情報によって、非同期移動通信システム内の隣接セル間のハンドオーバーな
のか、或いは同期移動通信システム３０へのハンドオーバーなのかを判断するようになる
。ＲＮＣが非同期交換機２２０に伝送するハンドオーバー要請メッセージ（IU Reloc Req
uired）は、図４に示すように、メッセージタイプ、ハンドオーバータイプ、ハンドオー
バーの原因、ソース基地局制御機ＩＤ、ターゲット基地局制御機ＩＤ、ＲＡＢ（Radio Ac
cess Bearer）情報及び無線区間関連情報のようなパラメーターを含む。また、ＲＮＣは
、ハンドオーバー要請メッセージに含まれたOld BSS To New BSS Informationパラメータ
ーに同期移動通信システムで使用するハンドオーバー関連情報を追加的に含んで伝送し、
その具体的なリストは図５の通りである。
【００４２】
　ハンドオーバー要請メッセージを受信した非同期交換機２２０は、相互連動運用部６０
にハンドオーバーを要請する非同期メッセージを伝送する（MAP Prep Handover Req）（
Ｓ１０２）。この時、上記非同期メッセージに拡張コンテナを追加して移動通信端末１０
の非同期識別番号（ＭＳＩＳＤＮ）を共に伝送し、このメッセージは、図６に示すように
、インボークＩＤ、ターゲットセルＩＤ、ターゲット無線網制御機ＩＤ、ＭＳＩＳＤＮな
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どのようなパラメーターを含む。
【００４３】
　以後、相互連動運用部６０は非同期交換機２２０から受信した非同期加入者情報（ＭＳ
ＩＳＤＮ）を参照し、加入者情報を伝送するようデュアルスタックホーム位置登録機５０
に要請する（Call Data Request）（Ｓ１０３）。即ち、移動通信端末１０の同期網識別
子（ＭＩＮ、ＥＳＮ）を要請する。段階Ｓ１０３で、相互連動運用部６０は、非同期メッ
セージ（MAP_SEND_IMSI）を用いてデュアルスタックホーム位置登録機５０へ加入者の同
期網識別子情報を要請することも可能である。
【００４４】
　相互連動運用部６０から加入者情報要請を受けたデュアルスタックホーム位置登録機５
０は、データベースを照会して該当加入者の同期網識別子情報（ＭＩＮ、ＥＳＮ）を抽出
した後、相互連動運用部６０に伝送する（Call Data Req Ack）（Ｓ１０４）。ここで、
加入者の同期網識別子情報を要請する同期網メッセージ（Call Data Request）は、図７
に示すように、ビリングＩＤ、デジット（即ち、ＭＳＩＳＤＮ）などのようなパラメータ
ーを含み、その応答メッセージ（Call Data Req Ack）は、ＥＳＮ、ＭＩＮ、ＭＳＣＩＤ
などのようなパラメーターを含む。尚、加入者の同期網識別子情報を要請する時に非同期
メッセージ（MAP_SEND_IMSI）を用いる場合、このメッセージに含まれるパラメーターの
種類は図８の通りである。
【００４５】
　デュアルスタックホーム位置登録機５０から加入者情報を受信した相互連動運用部６０
は同期交換機３２０へハンドオーバーを指示し（Facilities Directive２）（Ｓ１０５）
、同期交換機３２０は基地局制御機／基地局３１０にハンドオーバーを要請する（Handov
er Request）（Ｓ１０６）。
【００４６】
　このように、相互連動運用部６０は同期交換機３２０にハンドオーバー指示メッセージ
（Facilities Directive２）を伝送する前に、ビリングＩＤを生成してハンドオーバー指
示メッセージ（Facilities Directive２）に含み、ハンドオーバー区間別内部交換機サー
キットＩＤ（Inter MSC Circuit ID）を含んで伝送する。ここで、ビリングＩＤは、非同
期交換機２２０と接続する同期交換機３２０のＩＤ情報を含む。
【００４７】
　交換機３２０からハンドオーバー要請を受けた基地局／基地局制御機３１０は、前方向
トラフィックチャンネルを介して移動通信端末の同期モデム部にヌル（NULL）フレームを
伝送（null Forward Traffic Channel frames）することで前方向チャンネルが割り当て
られ（Ｓ１０７）、続いて、基地局／基地局制御機３１０は交換機３２０へハンドオーバ
ー要請に対する応答メッセージ（Handover Request Ack）を伝送する（Ｓ１０８）。また
、交換機３２０は相互連動運用部６０にハンドオーバー指示に対する応答メッセージ（Fa
cilities Directive２ Ack）を伝送し（Ｓ１０９）、相互連動運用部６０は非同期交換機
２２０に段階Ｓ１０２のハンドオーバー要請に対する応答メッセージ（MAP Prep Handove
r Resp）を伝送する（Ｓ１１０）。これに伴い、非同期交換機２２０と同期交換機３２０
との間の中継線が設定されるようになる。
【００４８】
　より具体的に説明すれば、相互連動運用部６０は論理的な中継線設定識別子であるデデ
ィケートチャンネルと物理的な中継線とのマッピング関係を設定し、この情報をハンドオ
ーバー要請メッセージ（Facilities Directive２）の内部交換機サーキットＩＤ（Inter 
MSC Circuit ID）に設定して同期交換機３２０へ伝送し、同期交換機３２０から応答メッ
セージ（Facilities Directive２ Ack）が伝送されると非同期交換機２２０と同期交換機
３２０との間に中継線が設定される。相互連動運用部６０と同期交換機３２０との間で送
受信されるハンドオーバー要請メッセージ（Facilities Directive２）は、図９に示すよ
うに、ビリングＩＤ、ＥＳＮ、内部交換機サーキットＩＤ、ＭＩＮなどのようなパラメー
ターを含み、その応答メッセージ（Facilities Directive２ Ack）は、ＣＤＭＡチャンネ
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ルデータ、ＣＤＭＡチャンネルリストなどのようなパラメーターを含む。
【００４９】
　続いて、非同期交換機２２０が相互連動運用部６０に初期アドレスメッセージであるＩ
ＡＭ（Initial Address Message）を伝送し、相互連動運用部６０がこれに対する応答と
してＡＣＭ（Address Completion Message）を伝送することによって非同期交換機２２０
と同期交換機３２０との間にトランク設定がなされ、これにより呼がルーティングされる
（Ｓ１１１、Ｓ１１２）。トランク設定のための交換機間のメッセージはＩＳＵＰにより
送受信される。
【００５０】
　このように、交換機間の中継線及びトランクが設定された後、非同期交換機２２０はノ
ードＢ／ＲＮＣ２１０にハンドオーバーのための資源割当が完了したことを報告し（IU R
elocation Command）（Ｓ１１３）、これを受信したノードＢ／ＲＮＣ２１０は移動通信
端末１０の非同期モデム部にハンドオーバーの遂行を要請する（Handover from UTRAN Co
mmand）（Ｓ１１４）。ここで、資源割当が完了したことを報告するメッセージ（IU Relo
cation Command）は、図１０に示すように、メッセージタイプ、ＲＲＣコンテナ、解除す
るＲＡＢリストなどのようなパラメーターを含む。また、資源割当完了報告メッセージの
Ｌ３Informationパラメーターを用いてハンドオーバーメッセージ（ＨＤＭ）を伝送し、
その具体的なパラメーターリストは図１１の通りである。
【００５１】
　以後、移動通信端末の非同期モデム部は同期モデム部にチャンネル割当情報を伝送し（
Channel Assignment）（Ｓ１１５）、相互連動運用部６０は非同期交換機２２０にアクセ
ス信号を要請するが（MAP Process Access Signaling Req）（Ｓ１１６）、アクセス信号
は、インボークＩＤ、応用プロトコルデータ単位（ＡＰＤＵ）、選択された無線資源情報
などを含み、その具体的なパラメーターリストは図１２の通りである。
【００５２】
　また、移動通信端末の同期モデム部は逆方向トラフィックチャンネルを介してフレーム
又はプリアンブルを同期移動通信システムの基地局／基地局制御機３１０へ伝送して（Re
verse Traffic Channel Frames or Traffic Channel Preamble）（Ｓ１１７）、ハンドオ
ーバーが完了したことを報告し（Handover Completion Message）（Ｓ１１８）、これを
受信した基地局／基地局制御機３１０がこれに対する応答信号を伝送する（BS Ack Order
）（Ｓ１１９）。すると、同期モデム部は非同期モデム部に同期移動通信システムとの接
続が完了したことを通知する（Call Connection）（Ｓ１２０）。
【００５３】
　続いて、基地局／基地局制御機３１０は交換機３２０にハンドオーバーが完了したこと
を報告し（Handover Complete）（Ｓ１２１）、交換機３２０は相互連動運用部６０にハ
ンドオーバーが完了したことを通知し（Mobile On Channel）（Ｓ１２２）、これを受信
した相互連動運用部６０が非同期交換機２２０に接続の解除を要請する（MAP Send End S
ignal Req）（Ｓ１２３）。
【００５４】
　また、相互連動運用部６０は非同期交換機２２０に同期交換機３２０と移動通信端末が
接続されたことを知らせるメッセージを伝送し（ANSWER）（Ｓ１２４）、非同期交換機２
２０とノードＢ／ＲＮＣとの間の接続が解除される（IU Release Command、IU Release C
omplete）（Ｓ１２５、Ｓ１２６）。
【００５５】
　ここで、交換機３２０が相互連動運用部６０に伝送するハンドオーバー完了メッセージ
（Mobile On Channel）は、図１３のようなパラメーターを含んで作成され、相互連動運
用部６０が非同期交換機２２０に伝送する接続解除要請メッセージ（MAP Send End Signa
l Req）は、図１４のようなパラメーターを含む。更に、非同期交換機２２０とノードＢ
／ＲＮＣとの間で接続解除のために送受信するメッセージ（IU Release Command、IU Rel
ease Complete）は、それぞれ図１５及び図１６のように作成される。



(12) JP 4657286 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

【００５６】
　以上で説明した手順により、非同期移動通信システムで音声通話中の移動通信端末に対
する同期移動通信システムへのハンドオーバーが完了した後の呼解除過程を説明すれば、
次の通りである。呼解除は、非同期移動通信システム領域にある加入者の移動通信端末か
ら先に要請されるか、同期移動通信システム領域にハンドオーバーした加入者の移動通信
端末から先に要請されることができるが、本実施例では、非同期移動通信システム領域に
ある加入者の移動通信端末が呼解除を要請した場合について説明する。
【００５７】
　移動通信端末が呼を解除するのに伴い、非同期交換機２２０と同期交換機３２０との間
の呼が解除され（Call Release）（Ｓ１２７）、交換機間のトランク接続が解除される（
Release）（Ｓ１２８）。この後、非同期交換機２２０は相互連動運用部６０に接続の解
除が完了したことを報告し（MAP Send End Signal Resp）（Ｓ１２９）、相互連動運用部
６０は同期交換機３２０に呼解除要請メッセージ（Facilities Release）を伝送し（Ｓ１
３０）、このメッセージを受信した同期交換機３２０がこれに応答することによって（Fa
cilities Ack）、交換機間に設定されていた中継線設定が解除される（Ｓ１３１）。ここ
で、呼解除要請メッセージ（Facilities Release）は、図１７に示すように、内部ＭＳＣ
サーキットＩＤ、解除理由、ビリングＩＤ、ＭＩＮなどのようなパラメーターを含み、そ
の応答メッセージ（Facilities Ack）はビリングＩＤなどのようなパラメーターを含む。
【００５８】
　本実施例において、非同期交換機はＲＮＣのハンドオーバー要請により、非同期移動通
信システム内でのハンドオーバーなのか、同期移動通信システムへのハンドオーバーなの
かを決定する。また、同期移動通信システムへのハンドオーバーと確認された場合は、相
互連動運用部（ＩＩＦ）をコンバーターにし、交換機間のメッセージ伝送プロトコルであ
るＩＳＵＰを用いて同期移動通信システムの交換機とメッセージを送受信しながらハンド
オーバーがなされ得るようにし、このために相互連動運用部は同期移動通信システム情報
を予めデータベースとして構築して保存しておかなければならない。
【００５９】
　　　　　　　　　　　　　　　　（第２実施例）
　本発明の第２実施例は、非同期網と同期網が混在する移動通信システムにおける発信移
動通信端末の応答待機中のハンドオーバー方法を開示する。
【００６０】
　上述したネットワーク構成において、非同期移動通信システム２０領域に位置した移動
通信端末１０が発信を試みて着信移動通信端末の応答を待つ間にハンドオーバーする方法
を、図１８を参照して概略的に説明すれば次の通りである。
【００６１】
　図１８は、本発明の第２実施例による非同期網と同期網との間における発信移動通信端
末の応答待機中のハンドオーバー概念を説明するための図であり、説明の便宜のために、
移動通信端末を発信移動通信端末１０ａと着信移動通信端末１０ｂとに分けて説明する。
【００６２】
　非同期移動通信システム２０領域Ａにおいて、発信移動通信端末１０ａの発信トライに
より、着信移動通信端末１０ｂがノードＢ／ＲＮＣ２１０を介して着信アラート状態にあ
る時、発信移動通信端末１０ａが同期移動通信システム３０領域Ｂとの境界領域Ｃへ移動
する場合、発信移動通信端末１０ａは非同期移動通信システム２０のノードＢにハンドオ
ーバーを要請し、ノードＢはＲＮＣを介して非同期交換機２２０にハンドオーバーを要請
する。
【００６３】
　これによって、発信移動通信端末１０ａに対する非同期移動通信システム２０と同期移
動通信システム３０との間のハンドオーバー手順が開始され、ハンドオーバーが完了して
非同期交換機２２０及び同期交換機３２０が相互連動運用部６０を介して接続されると、
発信移動通信端末１０ａは同期移動通信システム３０のＢＴＳ／ＢＳＣ３１０を介して接
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続されて着信移動通信端末１０ｂの応答を待つ。
【００６４】
　このような発信移動通信端末の応答待機中のハンドオーバーのために、移動通信端末１
０ａはノードＢと隣接基地局との信号強度を周期的に測定してノードＢに報告し、ノード
Ｂとの信号強度が指定された閾値以下に低下すると、ノードＢはＲＮＣを介して非同期交
換機２２０にハンドオーバーイベントが発生したことを報告する。この時、ノードＢ／Ｒ
ＮＣ２１０は、非同期交換機２２０に移動通信端末１０ａが検出した隣接セル情報、基地
局ＩＤなどを共に伝送する。
【００６５】
　非同期交換機２２０は、ＲＮＣからハンドオーバー要請メッセージを受信すると、ＲＮ
Ｃから受信した隣接セル情報、基地局ＩＤなどを参照し、非同期移動通信システム２０内
の隣接セル間のハンドオーバーなのか、同期移動通信システム３０へのハンドオーバーな
のかを判断する。
【００６６】
　非同期移動通信システム２０内の隣接セル間のハンドオーバーである場合には、非同期
交換機２２０は隣接セルへのハンドオーバーを行うのに対し、同期移動通信システム３０
へのハンドオーバーである場合には、ＩＩＦ６０を介して同期交換機３２０にハンドオー
バーがなされるようにする。このために、ＩＩＦ６０は非同期メッセージを同期メッセー
ジに変換して同期交換機３２０へ伝送し、同期移動通信システム情報をデータベースとし
て予め構築して管理しなければならない。このデータベースには、交換機情報、信号点、
デディケートチャンネル（Dedicate Channel）関連の中継線情報などが含まれる。ＩＩＦ
６０は、非同期交換機２２０からのハンドオーバー要請と同期移動通信システム情報によ
ってハンドオーバー対象交換機３２０を選択し、ハンドオーバー対象交換機ＩＤなどを含
むビリングＩＤを生成して以後のハンドオーバー過程で活用する。更に、ＩＩＦ６０は非
同期交換機２２０と同期交換機３２０との間にトランクを設定し、交換機間のメッセージ
伝送プロトコルであるＩＳＵＰを介してメッセージ交換がなされるようにする。
【００６７】
　このような発信移動通信端末の応答待機中のハンドオーバー手順を、図１９及び図２０
を参照してより具体的に説明すれば、次の通りである。
【００６８】
　図１９及び図２０は、本発明の第２実施例による発信応答待機中の移動通信端末の非同
期網から同期網へのハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートであり、図１９
及び図２０における非同期モデム部及び同期モデム部は、発信移動通信端末の構成要素を
意味する。
【００６９】
　非同期移動通信システム２０領域において、同じように非同期移動通信システム領域２
０に位置する移動通信端末１０ｂへ発信を試みた移動通信端末１０ａが、同期移動通信シ
ステム３０領域に漸次移動し、非同期網領域と同期網領域が重なった領域に位置すること
によって、移動通信端末１０ａは同期移動通信システム３０からの信号を感知するように
なり、非同期移動通信システム２０のノードＢからの信号強度及び隣接基地局（又はノー
ドＢ）との信号強度を周期的に測定してノードＢに報告する。これによって、現在移動通
信端末１０ａと接続されているノードＢで移動通信端末１０ａとノードＢとの信号強度が
指定値以下であることを確認すると、ＲＮＣを介して非同期交換機２２０にハンドオーバ
ーを要請する（IU Reloc Required）（Ｓ２０１）。
【００７０】
　ハンドオーバーを要請して以後の、ハンドオーバーが完了し接続解除要請により接続解
除される一連の過程（図１９及び図２０のＳ２０１～Ｓ２２６参照）は、先に説明した第
１実施例の過程（図３のＳ１０１～Ｓ１２６参照）と実質的に同じなので、これに対する
詳しい説明は省略する。
【００７１】
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　但し、第２実施例の場合、ハンドオーバー要請メッセージを受信した非同期交換機２２
０が相互連動運用部６０にハンドオーバーを要請する非同期メッセージを伝送する時（MA
P Prep Handover Req）（Ｓ２０２）、上記非同期メッセージに拡張コンテナを追加して
移動通信端末１０ａの非同期識別番号（ＭＳＩＳＤＮ）と移動通信端末１０ａが応答待機
状態であることを共に伝送しなければならず、このために、ハンドオーバー要請メッセー
ジ（MAP Prep Handover Req）に含まれるパラメーターを用いて移動通信端末１０ａの状
態を示さなければならない。このメッセージ（MAP Prep Handover Req）は、図６に示す
ように、インボークＩＤ、ターゲットセルＩＤ、ターゲット無線網制御機ＩＤ、ＭＳＩＳ
ＤＮなどのようなパラメーターを含む。
【００７２】
　そして、相互連動運用部６０と同期交換機３２０との間で送受信されるハンドオーバー
要請メッセージ（Facilities Directive２）は、図９に示すように、ビリングＩＤ、ＥＳ
Ｎ、内部交換機サーキットＩＤ、ＭＩＮ、ハンドオーバー状態などのようなパラメーター
を含み、特にハンドオーバー状態（Handover State）パラメーターは、応答待機状態であ
ることを示す識別子として設定し、その応答メッセージ（Facilities Directive２ Ack）
は、ＣＤＭＡチャンネルデータ、ＣＤＭＡチャンネルリストなどのようなパラメーターを
含む。
【００７３】
　以上で説明した手順により、応答待機中である発信移動通信端末１０ａに対する同期移
動通信システムへのハンドオーバーが完了すると、非同期移動通信システム領域の着信端
末－非同期交換機－相互連動運用部－同期交換機－発信端末の間に呼設定がなされる。
【００７４】
　以後、着信移動通信端末１０ｂが応答すると、着信移動通信端末１０ｂが接続されたノ
ードＢ／ＲＮＣが非同期交換機２２０にこれを報告し（ＢＩＣＣ又はＩＳＵＰ ANSWER）
（Ｓ２２７）、非同期交換機は相互連動運用部６０に前方向アクセス信号を伝送する（MA
P Forward Access Signaling Req）（Ｓ２２８）。
【００７５】
　これにより、相互連動運用部６０は着信端末が応答したことを認知して同期交換機３２
０にインターシステム応答メッセージ（Intersystem Answer）を伝送し（Ｓ２２９）、続
いて、同期交換機３２０は、基地局制御機／基地局３１０に着信端末が応答したことを報
告する一方（Progress）（Ｓ２３０）、相互連動運用部６０にインターシステム応答メッ
セージに対する応答メッセージ（Intersystem Answer Ack）を伝送する（Ｓ２３１）。
【００７６】
　インターシステム応答メッセージ（Intersystem Answer）は、図２１に示すように、内
部ＭＳＣサーキットＩＤ、ＭＩＮ、ＥＳＮなどのようなパラメーターを含む。
【００７７】
　以上で説明した手順により、非同期移動通信システムで応答待機中である移動通信端末
に対する同期移動通信システムへのハンドオーバーが完了し、着信移動通信端末が応答し
て発信者と着信者との間の通話が開始された後、呼が解除されるが、呼解除過程は上述し
た第１実施例と同じなので、具体的な説明は省略する。
【００７８】
　本実施例において、非同期領域に位置している移動通信端末の応答待機状態での同期網
領域への移動に伴い、ＲＮＣは非同期交換機にハンドオーバーを要請し、非同期交換機は
非同期移動通信システム内でのハンドオーバーなのか、同期移動通信システムへのハンド
オーバーなのかを決定する。また、同期移動通信システムへのハンドオーバーであると確
認された場合には、相互連動運用部（ＩＩＦ）をコンバーターにし、交換機間のメッセー
ジ伝送プロトコルであるＩＳＵＰを用いて同期移動通信システムの交換機とメッセージを
送受信しながらハンドオーバーがなされ得るようにし、この時、ハンドオーバーの対象と
なる移動通信端末が応答待機状態であることを通知する。
【００７９】
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　同期移動通信システムへのハンドオーバーが完了して着信移動通信端末が応答すると、
非同期交換機は相互連動運用部に着信移動通信端末が応答したことを通知し、これにより
、相互連動運用部が同期交換機にインターシステム応答メッセージを伝送して着信移動通
信端末がアラートに応答したことを通知し、ハンドオーバーが完全になされ得るようにす
る。
【００８０】
　　　　　　　　　　　　　　　　（第３実施例）
　本発明の第３実施例は、非同期網と同期網が混在する移動通信システムにおける発信移
動通信端末の着信アラート中のハンドオーバー方法を開示する。
【００８１】
　上述したネットワーク構成において、非同期移動通信システム２０領域に位置した移動
通信端末１０が着信アラート（alerting）中にハンドオーバーする方法を、図２２を参照
して概略的に説明すれば次の通りである。
【００８２】
　図２２は、本発明による非同期網と同期網との間の着信アラート中のハンドオーバー概
念を説明するための図であり、説明の便宜のために、移動通信端末を発信移動通信端末１
０ａと着信移動通信端末１０ｂとに分けて説明する。
【００８３】
　非同期移動通信システム２０領域Ａにおいて、発信移動通信端末１０ａの発信トライに
より、着信移動通信端末１０ｂがノードＢ／ＲＮＣ２１０を介して着信アラート状態にあ
る場合、着信移動通信端末１０ｂが同期移動通信システム３０領域Ｂとの境界領域Ｃへ移
動する場合、着信移動通信端末１０ｂは非同期移動通信システム２０のノードＢにハンド
オーバーを要請し、ノードＢはＲＮＣを介して非同期交換機２２０にハンドオーバーを要
請する。
【００８４】
　これに伴い、着信移動通信端末１０ｂに対する非同期移動通信システム２０と同期移動
通信システム３０との間のハンドオーバー手順が開始され、ハンドオーバーが完了して非
同期交換機２２０及び同期交換機３２０が相互連動運用部６０を介して接続されると、発
信移動通信端末１０ａによる発信アラートは同期移動通信システム３０のＢＴＳ／ＢＳＣ
３１０を介して着信移動通信端末１０ｂに伝送される。
【００８５】
　このような着信アラート中のハンドオーバーのために、移動通信端末１０はノードＢと
隣接基地局との信号強度を周期的に測定してノードＢに報告し、ノードＢとの信号強度が
指定された閾値以下に低下すると、ノードＢはＲＮＣを介して非同期交換機２２０にハン
ドオーバーイベントが発生したことを報告する。この時、ノードＢ／ＲＮＣ２１０は非同
期交換機２２０に移動通信端末１０が検出した隣接セル情報、基地局ＩＤなどを共に伝送
する。
【００８６】
　非同期交換機２２０は、ＲＮＣからハンドオーバー要請メッセージを受信すると、ＲＮ
Ｃから受信した隣接セル情報、基地局ＩＤなどを参照して非同期移動通信システム２０内
の隣接セル間のハンドオーバーなのか、同期移動通信システム３０へのハンドオーバーな
のかを判断する。
【００８７】
　非同期移動通信システム２０内の隣接セル間のハンドオーバーである場合には、非同期
交換機２２０は隣接セルへのハンドオーバーを行うのに対し、同期移動通信システム３０
へのハンドオーバーである場合には、ＩＩＦ６０を介して同期交換機３２０へハンドオー
バーがなされるようにする。このために、ＩＩＦ６０は非同期メッセージを同期メッセー
ジに変換して同期交換機３２０に伝送し、同期移動通信システム情報をデータベースとし
て予め構築して管理しなければならない。このデータベースには交換機情報、信号点、デ
ディケートチャンネル（Dedicate Channel）関連の中継線情報などが含まれる。ＩＩＦ６
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０は非同期交換機２２０からのハンドオーバー要請と同期移動通信システム情報によって
ハンドオーバー対象交換機３２０を選択し、ハンドオーバー対象交換機ＩＤなどを含むビ
リングＩＤを生成して以後のハンドオーバー過程で活用する。更に、ＩＩＦ６０は非同期
交換機２２０と同期交換機３２０との間にトランクを設定し、交換機間のメッセージ伝送
プロトコルであるＩＳＵＰを介してハンドオーバーのためのメッセージ交換がなされるよ
うにする。
【００８８】
　このような着信アラート中のハンドオーバー手順を、図２３及び図２４を参照してより
具体的に説明すれば次の通りである。
【００８９】
　図２３及び図２４は、本発明の第３実施例による着信アラート中の移動通信端末の非同
期網から同期網へのハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートであり、図２３
及び図２４において非同期モデム部及び同期モデム部は、着信移動通信端末の構成要素を
意味する。
【００９０】
　非同期移動通信システム２０領域において着信アラート中にあった移動通信端末１０ｂ
が同期移動通信システム３０領域に漸次移動し、非同期網領域と同期網領域が重なった領
域に位置することにより、移動通信端末１０ｂは同期移動通信システム３０からの信号を
感知するようになり、非同期移動通信システム２０のノードＢからの信号強度及び隣接基
地局（又はノードＢ）との信号強度を周期的に測定してノードＢに報告する。これによっ
て、現在移動通信端末１０ｂと接続されているノードＢで、移動通信端末１０ｂとノード
Ｂとの信号強度が指定値以下であることを確認すると、ＲＮＣを介して非同期交換機２２
０にハンドオーバーを要請する（IU Reloc Required）（Ｓ３０１）。
【００９１】
　ハンドオーバーを要請して以後の、ハンドオーバーが完了し接続解除要請により接続が
解除される一連の過程（図２３及び図２４のＳ３０１～Ｓ３２６参照）は、先に説明した
第１実施例の過程（図３のＳ１０１～Ｓ１２６参照）と実質的に同じなので、これに対す
る詳しい説明は省略する。
【００９２】
　但し、第３実施例の場合、ハンドオーバー要請メッセージを受信した非同期交換機２２
０は、相互連動運用部６０にハンドオーバーを要請する非同期メッセージを伝送する時（
MAP Prep Handover Req）（Ｓ３０２）、上記非同期メッセージに拡張コンテナを追加し
て移動通信端末１０ｂの非同期識別番号（ＭＳＩＳＤＮ）と移動通信端末１０ｂが着信ア
ラート状態であることとを共に伝送しなければならず、このために、ハンドオーバー要請
メッセージ（MAP Prep Handover Req）に含まれるパラメーターを用いて移動通信端末１
０ｂの状態を示さなければならない。このメッセージ（MAP Prep Handover Req）は、図
６に示したように、インボークＩＤ、ターゲットセルＩＤ、ターゲット無線網制御機ＩＤ
、ＭＳＩＳＤＮなどのようなパラメーターを含む。
【００９３】
　そして、相互連動運用部６０と同期交換機３２０との間で送受信されるハンドオーバー
要請メッセージ（Facilities Directive２）は、図９に示すように、ビリングＩＤ、ＥＳ
Ｎ、内部交換機サーキットＩＤ、ＭＩＮ、ハンドオーバー状態などのようなパラメーター
を含み、特にハンドオーバー状態（Handover State）パラメーターは、着信アラート状態
であることを示す識別子として設定し、その応答メッセージ（Facilities Directive２ A
ck）は、ＣＤＭＡチャンネルデータ、ＣＤＭＡチャンネルリストなどのようなパラメータ
ーを含む。
【００９４】
　以上で説明した手順により、着信アラート中の移動通信端末に対する同期移動通信シス
テムへのハンドオーバーが完了すると、非同期移動通信システム領域の発信端末－非同期
交換機－相互連動運用部－同期交換機－着信端末の間に呼設定がなされる。
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【００９５】
　以後、ハンドオーバーを完了した着信移動通信端末が応答すると、基地局／基地局制御
機３１０はこれを交換機３２０に報告し（Connect）（Ｓ３２７）、交換機３２０は相互
連動運用部６０にインターシステム応答メッセージ（Intersystem Answer）を伝送して着
信移動通信端末が応答したことを通知する（Ｓ３２８）。続いて、相互連動運用部６０は
、非同期交換機２２０にアクセス信号を伝送して（MAP Process Access Signaling Req）
（Ｓ３２９）着信移動通信端末が応答したことを通知する一方、同期交換機３２０にイン
ターシステム応答メッセージに対する応答メッセージ（Intersystem Answer Ack）を伝送
する（Ｓ３３０）。
【００９６】
　インターシステム応答メッセージ（Intersystem Answer）は、図２１に示すように、内
部ＭＳＣサーキットＩＤ、ＭＩＮ、ＥＳＮなどのようなパラメーターを含む。
【００９７】
　以上で説明した手順により、非同期移動通信システムにおける着信アラート中の移動通
信端末に対する同期移動通信システムへのハンドオーバーが完了し、着信移動通信端末が
応答して発信者と着信者との間の通話が開始された後に呼が解除されるが、呼解除過程は
上述した第１実施例と同じなので、具体的な説明は省略する。
【００９８】
　本実施例において、非同期領域に位置している移動通信端末の着信アラート状態での同
期網領域への移動に伴い、ＲＮＣは非同期交換機にハンドオーバーを要請し、非同期交換
機は非同期移動通信システム内でのハンドオーバーなのか、同期移動通信システムへのハ
ンドオーバーなのかを決定する。また、同期移動通信システムへのハンドオーバーである
と確認された場合には、相互連動運用部（ＩＩＦ）をコンバーターにし、交換機間のメッ
セージ伝送プロトコルであるＩＳＵＰを用いて同期移動通信システムの交換機とメッセー
ジを送受信しながらハンドオーバーがなされ得るようにし、この時、ハンドオーバー対象
となる移動通信端末が着信アラート状態であることを通知する。
【００９９】
　同期移動通信システムへのハンドオーバーが完了し着信アラート状態の移動通信端末が
応答すると、同期交換機は相互連動運用部にインターシステム応答メッセージを伝送し、
移動通信端末がアラートに応答したことを通知して、ハンドオーバーが完全になされ得る
ようにする。
【０１００】
　以上で説明した本発明は、本発明の属する技術分野の当業者ならば、本発明がその技術
的思想や必須的特徴を変更せずに他の具体的な形態で実施され得ることを理解できるであ
ろう。従って、以上で記述した実施例は、全ての面において例示的なものであり、限定的
なものではないと理解すべきである。本発明の範囲は上述の詳細な説明よりは後述する特
許請求範囲によって示され、特許請求範囲の意味、範囲及びその等価概念から作られる全
ての変更又は変形された形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されなければならない
。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】図１は、本発明が適用される移動通信網の構成図である。
【図２】図２は、本発明の第１実施例による非同期網と同期網との間における移動通信端
末の音声通話中のハンドオーバー概念を説明するための図である。
【図３】図３は、本発明の第１実施例による非同期網と同期網との間における移動通信端
末の音声通話中のハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートである。
【図４】図４は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
【図５】図５は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
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【図６】図６は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
【図７】図７は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
【図８】図８は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
【図９】図９は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれるパ
ラメーターを示す図である。
【図１０】図１０は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１１】図１１は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１２】図１２は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１３】図１３は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１４】図１４は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１５】図１５は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１６】図１６は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１７】図１７は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図１８】図１８は、本発明の第２実施例による非同期網と同期網との間における発信移
動通信端末の応答待機中のハンドオーバー概念を説明するための図である。
【図１９】図１９は、本発明の第２実施例による非同期網と同期網との間における発信移
動通信端末の応答待機中のハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートである。
【図２０】図２０は、本発明の第２実施例による非同期網と同期網との間における発信移
動通信端末の応答待機中のハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートである。
【図２１】図２１は、本発明によるハンドオーバー方法に用いられるメッセージに含まれ
るパラメーターを示す図である。
【図２２】図２２は、本発明の第３実施例による非同期網と同期網との間における着信ア
ラート中のハンドオーバー概念を説明するための図である。
【図２３】図２３は、本発明の第３実施例による非同期網と同期網との間における着信ア
ラート中のハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートである。
【図２４】図２４は、本発明の第３実施例による非同期網と同期網との間における着信ア
ラート中のハンドオーバー方法を説明するためのフローチャートである。
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